
に引き伸ばしますので、図や写真は別途高解像
度版を添付してください。
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研究・成果概要

「テラヘルツ波新時代を切り拓く革新的基盤技術の創出」
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タグ読み取り装置構成

3mm

フォトミキシングの原理 目標としたテラヘルツ波発生集積デバイス

光位相調整により
空間合波、ビームス
テアリングが可能

超帯域応用に向けた新実装技術 新規応用分野開拓（テラヘルツタグ）

タグ読み取り結果

アンテナ

◎ 超高速無線アクセス、 または
◎ 医療、放送現場でのリアルタイム無線リンク

◎ 食品異物検査、梱包材欠陥検査、高分解能ボディスキャナ
◎ テラヘルツタグ、高精度車載レーダー

◎ テラヘルツ波発生モジュール試作品の産業界での供用
◎ 分解能 以下の高速欠陥検出

◎ 超 無線通信
◎ 非圧縮 高精細画リアルタイム伝送

本研究が目指す、 システムの小型化、集積化、低電力化は、 技術の低価格化とともに、適用領域と市場を一気
に拡大する ものです。産業界からの新たなニーズの提案を期待します。
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